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ドバイザー職であるメディカル・オフィサー（「医務官」）の職を務めた後，1908 年から 1919 年ま
で地方行政を監督する Local Government Board でチーフ・メディカル・オフィサーを務め，その後，
アメリカのジョンズ・ホプキンズ大学で公衆衛生を講じた経歴をもつ13。ニューズホームが第 2 回






第Ⅲ章では，第 2 回学校衛生国際会議（1907 年）でニューズホームが報告を行った結核問題と学校
のあり方に関する彼の議論を検討する。第Ⅳ章では，ニューズホームが渡米後に発表した諸論稿の























衛生』を刊行（School Hygiene : the Laws of Health in Relation to School Life, D. C. HEALTH & Co., 1887）
し，ニューズホームが第 2 回学校衛生国際会議に参加した 1907 年までに 12 版を重ねることとなっ
た。
A. ニューズホーム 
（Eyler, Sir Arthur Newsholme 
and State Medicine, 1997, 表紙
カバーより） 
 











（School Hygiene : the Laws of Health in Relation to School Life, D. C. Health & Co., 18 7）
 
 
Sir Arthur Newsholme 
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 1888 年にニューズホームはブライトンの常勤メディカル・オフィサーの職を得ており，20 年の衛
生行政の実務の後，1908 年にチーフ・メディカル・オフィサーに就任する。非常勤時代の 1884 年





をタイトルに含む著作は 1873 年の Richard Liebreich の A Contribution to School Hygiene が最も古く，
同書を含め 1870 年代には 2 冊が刊行されている。また，‘school hygiene’をタイトルに含む著作・雑
誌は 1920 年以前で 57 点，1920 年～1939 年の間に 60 点刊行されている。1910 年から 1921 年には
『学校衛生』と題する雑誌（1910 年の創刊時には月刊 monthly，1912 年から季刊 quarterly）が刊行
されている。
こうした出版状況にあって，ニューズホームによる教員向けテキスト18『学校衛生（School Hygiene）』
は 1907 年までに 12 版を重ねていた19。1903 年の改訂において初めて内容に手が加えられ，それ以
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hygiene’」をタイトルに含む著作は 1873 年のRichard LiebreichのA Contribution to Scho l Hygi neが最
も古く，同書を含め 1870 年代には 2 冊が刊行されている。また，‘school hygiene’をタイトルに含む
著作・雑誌は 1920 年以前で 57 点，1920 年～1 39 年の間に 60 点刊行されている。 910 年から 1921
年には と題する雑誌（1910 年の創刊時には月刊〔monthly〕1912 年から季刊〔 〕）
が刊行されている。 
18『学校衛生（School 
Hygiene）』は 1907 年までに 12 版を重ねていた 19。1903 年の改訂において初めて内容に手が加えら
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学校の備品（school furniture）を論じた第 3 章では，特に机とイスが言及され，机とイスの高さ，
角度，両者の距離を調節することで子どもの身体に負担をかけ過ぎないように工夫すること，そし
て，長時間同じ姿勢でイスに座らせることの弊害が論じられている。学業等における子どものオー
バーワークを避けることの重要性は，同書第 2 部「生徒（scholars）」第 10 章「過度の精神訓練（excessive 
mental exercise）」においても詳しく論じられている。
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かつ，その体罰否定論を批判している。ニューズホームの見解では，罰が穏やか（moderate）で，
また，激情（passion）によって行使されるのでなければ，教師の感覚が麻痺するということはない。
また，「とても不従順で強情な子ども（so wayward and obstinate）がいて，身体的苦痛の恐怖（fear of 
bodily pain）によるしか彼らをコントロールする方法がない」というのが多くの教師の意見である
ともニューズホームは指摘している。
そして，体罰は「最後の手段（as a last resort）」として，原因となる違反（offence）が起こってか
ら 1・2 時間の後に，違反に対する「自然の結果（natural result）」として罰という手段を用いること
は，違反者にも了解可能であるというロジックによって，結局のところ，ニューズホームは体罰否
定論を斥ける。































ズホームは主張している44。また，『学校衛生（School Hygiene）』第 18 章では，こうした親と教師の
連携協力，そして医療関係者への学校への協力のあり方が総じて「道徳的義務（moral duty）」の問
題として論じられている45。こうしたニューズホームの問題関心は，1924 年にアメリカの『社会衛
生ジャーナル（Journal of Social Hygiene）』誌に彼が発表した「社会衛生の道徳的側面」という論文
へと結びついていくであろう。この点は本稿第Ⅳ章で考察する。
5．学校衛生論へのヘルバルト派教育理論の援用 
1916 年に改訂・再版された『学校衛生（School Hygiene）』では，ニューズホームとともに第 2 回
学校衛生国際会議に参加した医者 James Kerr が基本的に文責を負い，ニューズホームが序文を付す
形式となっている。以下，1916 年の改訂版の検討を行いたい。
この 1916 年改訂版では神経系の解剖学・生理学の記述が詳しくなり，また，管見の限り 1907 年
の改訂版以降一貫してヘルバルト派教育学者ヴィルヘルム・ ライン（Wilhelm Rein , 1847‐1929）
の『教育学概論 Outlines of Pedagogics』が理論的裏付けとして議論に援用され，知識の伝達・教授
だけではなく，精神訓練（training of the mind）がいっそう重視された。ヘルバルト派の教育理論が
明治期の日本にも移入・受容されたことが想起される46。『学校衛生』1916 年改訂版では，「意志の
倫理的陶冶（ethical culture of the will）」が教育（education）の主要目的として強調され，「精神衛生
（mental hygiene）」という目的とも併せて，子どもの生に対し生理学，心理学，衛生学（hygiene）
の原理を適用するという方向がとられる47。
W. ラインの『教育学概論 Outlines of Pedagogics』英訳版は 1893 年にロンドンで出版されている
（ドイツでの原書 Pädagogik im Grundriss の出版は 1890 年）。同書の第Ⅱ部Ⅲで論じられている「身
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という 3 つの概念を措定し，ヘルバルト学派に属する教育学者ラインも基本的に，この 3 つの概念
を踏襲しているが，ラインの場合は「訓練（Zucht）」「管理（Regierung）」を統合して「指導（Führung）」
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ラインは寄宿学校，基礎訓練学校（elementary training schools），兵学校，孤児院，懲治監（house of 














Ⅲ．第 2 回学校衛生国際会議とニューズホーム ―― 学校と医療監察 ―― 
1907 年 4 月にロンドンで開催された第 2 回学校衛生国際会議においてニューズホームはブライト































































学校の医療監察（medical inspection）体制のあり方は，第 2 回～第 4 回の学校衛生国際会議の分
科会の議題となったが，イギリスでは 1907 年 8 月に制定された教育行政措置法（Education〔Admi- 
。 
nistrative Provisions〕Act）によって本格的に確立される 62。同法第 13 条は，公立小学校において医
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して働きかけ，快楽の延期（postponement of preasure），セルフ・コントロール（self - control），道徳
的規律（moral discipline），そして，意志の成長（growth of the will）を促し，正しい生の習慣（right
habits of life）を訓練（training）するという家庭教育と学校教育（home and school education）の役割，
そして，親・教師・大人の責任が，性病予防という論点を中心として論じられている69。ニューズ
ホームは，性病の有害性に関する情報を広めて，〈恐怖によるコントロール〉を行うことが望ましい
とする。彼が 1932 年に発表する著作『医療と国家 Medicine and the State』においても，医者，看護
師，助産師，その他，公衆衛生スタッフ，ボランティア団体など広く衛生事業に従事する者の養成
と並んで，子ども・若者の学校生活における衛生教育（hygienic teaching）が「衛生における教育事
















ニューズホームは，1919 年に衛生省（Ministry of Health）が新設され，Local Government Board の
衛生部門を継承することとなったのを機にチーフ・メディカル・オフィサーを引退する。ニューズ



















に関する公教育（Public Education in Health）』では，衛生省による「教育・プロパガンダ事業（edu- 






19 世紀末から 20 世紀初頭のイギリスにおいて，社会の衛生化の拠点（センター）としての学校
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